
●地域おこし協力隊事業（地域公共交通支援員）
【補正額377万円】

　市内タクシー事業者の負担軽減・ドライバー不足解消のため、ミニバス「の
んなっせ」のドライバーとして地域おこし協力隊（1名）を募集します。

●不足額給付金支給事業
【補正額1億745万円】

　令和6年度に実施した当初の調整給付金（定額減税可能額が減税前税額を上回ると見込まれる人）は、令和
5年の所得に基づき推計額を用いて算出されていたため、令和7年度に、令和6年分の確定した所得税額等で
調整給付額を再算定し、当初の調整給付額に不足が生じた方に追加で給付金を支給（不足額給付）します。

●地域介護・福祉空間整備等事業
【補正額1,543万円】

　高齢者施設等の改修を行う介護保険事業所に対して補助を行います。

●外国人観光客誘客強化事業
【補正額774万円】

　台湾からの観光客や熊本県内在住の台湾人などを対象に、宇土市の魅力を発信し誘客を促進することで、
地域経済の活性化と国際的な観光地としての認知度向上を図ります。

●走潟地区かわまちづくり事業（都市整備課分）
【補正額3,814万円】

　走潟地区かわまちづくり事業について、国から事業採択を受けたことに伴い施設整備に必要な測量設
計を行います。

　令和7年6月市議会定例会（7月
1日閉会）に提案した一般会計補
正予算のうち、主要事業の概要に
ついて紹介します。

◆６月補正予算
　補正前の予算額　  229億8,000万円
　補正額　　　　　　　3億5,525万円
　補正後の予算額　  233億3,525万円

問 財政課 財政係　☎ (27)3308 

補 正 予 算 の 概 要 を 紹 介 し ま す

主な事業主な事業

　大規模な地震や台風などにより大きな災害が発生した場合、人命救助やライフラインの確保が最優先になります。
その後は大量に発生するごみの処理が大きな問題となります。
　迅速にごみを処理することが速やかな復旧・復興につながります。ごみ収集車やごみ処理施設などの被害状況に
よっては、「ごみ出し」の方法が変更になる場合もあります。

 

もしもの時の 災害時のごみの出し方災害時のごみの出し方

災害時には皆様にご不便・ご迷惑をおかけすることもありますが、
少しでも早く災害廃棄物を処理できるよう、ご理解とご協力をお願いします。

①生活ごみと災害廃棄物は
　分別しましょう
　一緒にまとめて捨てたほうが早く片付
けられそうですが、ごみの収集にかえっ
て時間がかかってしまいます。
　生活ごみの中には、食べ残しなどの生
ごみが多く含
まれているた
め、処理が遅れ
ると悪臭や害
虫発生 の 原因
になる恐れが
あります。

② 災害廃棄物を
　分別しましょう
　分別できていないごみは、仮置場に運
んでも、さらに分別等をしないと処理業
者に引き渡せないため、処理に時間がか
かります。
　宇土市では、令和2年7月豪雨で発生し
た災害廃棄物を実際に処理した事業者と
検討を重ね、少しでも早く処理ができる
よう、次のような分別を考えています。

（注）災害の種類によって分別が変わるこ
とがあります。
①木くず ②コンクリートがら
③家電類 ④畳 ⑤布団類 ⑥金属くず
⑦ガラス陶磁器くず ⑧瓦
⑨石膏ボード・スレート板 ⑩危険物

③ 生活ごみはごみ置き場に。
　災害廃棄物は仮置場へ
　大量に発生した災害廃棄物は、通常で
は家庭ごみとして出されないものや、被
害により通常通りの分別では処理できな
いものが多く含まれます。
　そのため、ごみ置場とは別に、災害廃棄
物専用の仮置場を被災地域内に開設しま
す。
　なお、高齢者世帯などで搬送手段がな
い方には、戸別収集やボランティアセン
ターと連携した
運搬支援体制も
検討します。

初開催！小学生、 中学生、 高校生のみんな、 応募してね！

うとキャッチ！フォトコンテスト 
―ことばと写真で伝える わたしの宇土―

　小学生、中学生、高校生を対象に、「うとキャッチ！フォ
トコンテスト」を初開催します。風景やイベント、ひと、
もの、お店、食べ物などなど、身近な宇土の魅力を見つけ
て、ことば入りの写真で伝えてみませんか？

お題
メッセージ入りの宇土の写真を作る！

作り方
①スマホやカメラで宇土の写真を撮る
②撮った写真にスマホやパソコンで文字（メッセージ）
　を入れて保存する
③ 完成したメッセージ入りの写真データを宇土市役所に送る

応募期間
8月1日㈮～9月15日㈪

最優秀賞　1点×3部門（QUOカード1万円）
優秀賞　　5点×3部門（QUOカード5千円）

問まちづくり推進課広報プロモーション係　　　　 
　☎（27）6608 詳しくはこちら
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